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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、紀元前 5世紀から前 3世紀の東地中海世界における人的交流に関して、クセノス、
プロクセノスと呼ばれる人々に注目し、通時的な変化と継続性を分析し、これが国家間の外交
関係に及ぼした影響について検討を加えた。とりわけ、古典期アテーナイに関しては、文献史
料と碑文史料の悉皆調査を通じ、国際的紐帯が国内政治に及ぼす影響が大きかったこと、国際
的紐帯を有するエリートには閉鎖性が認められるものの、同時に社会的流動性もきわめて大き
かったことを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research aims to investigate the significance of international friendships, 
especially xenia and proxenia, in the eastern Mediterranean World from the 5th to 3rd 
century BC. I have pointed out, first of all, that personal international friendships 
were valuable and hereditary as a form of political capital within democratic Athens, 
as elsewhere in the Greek world and beyond. Secondly, while personal connections with 
foreign states and leaders were theoretically hereditary, they were in practice not 
exclusive to a limited number of established political families but open to newcomers. 
Athens under democracy had a high degree of social mobility also in this sphere. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 古代ギリシア世界に無数に存在した都市

国家（ポリス）では、各国のエリートが、国
の枠を越え、他国（ペルシアなどギリシア以
外の地域も含む）のエリートたちと、あるい
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は他の国家と私的に人的紐帯を形成してい
た。国家間の外交においてもまた、そうした
国際的な私的人脈を通じた公式･非公式の交
渉が、しばしば行われていた。 
 このうち他国のエリート同士、個人同士が
取り結ぶ関係はクセニアー関係と呼ばれ、そ
うした関係を結んだ人間をクセノスと呼ぶ。
国家が特定の個々の外国人に認定する地位
はプロクセニアーと呼ばれ、認定された人間
はプロクセノスと呼ばれた。プロクセニアー
は、国家によって認定される地位であるが、
公式の役職ではなく、さらにプロクセノスは
自国（所属ポリス）においては、制度上、私
人でしかなかった。いわば、国家が他国のエ
リートと私的な友好関係を結ぶようなもの
であった。 
 こうした国家の枠組みを超えた私的紐帯
に関して、とりわけクセニアー関係について
は、従来、貴族的な性格、あるいはエリート
的な性格が強調される傾向にあった。またプ
ロクセニアーに関しては、近年、プロクセニ
アーを「認定する」国家･地域に注目し、認
定した政治的意図を、同時代の政治状況に照
らして分析する傾向が強かった。 
 以上の研究方法には一つ、大きな問題点が
指摘できる。それは、国家の枠組みを超えた
私的紐帯の重要性を無批判に強調する点に
ある。実際、そうした関係が容易に内訌、国
家背任に繋がりやすかったという見解も提
示されている。それならば、他国との間にそ
うした私的関係を形成したエリートは、国内
でどのような振る舞いをすることになった
のだろうか。プロクセニアーやクセニアー関
係を持つことにより、当該のエリートが国内
政治において如何なる影響力を及ぼし得た
のか。これまでの研究では、こうした点につ
いて、ほとんど検討がなされてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 
 上記の研究状況に照らし、本研究は、古代
ギリシア世界を含む、古代東地中海世界にお
ける、国家の枠組みを超えた私的紐帯が有し
た政治的機能について、とりわけ国内政治に
及ぼした影響を分析し、さらにその通時的変
化について検討を加えるものである。 
 時代は紀元前 5世紀から前 3世紀、すなわ
ちアテーナイ民主政が成立、発展した時代か
ら、ヘレニズム時代初頭までの時代を対象と
する。 
 地域に関しては、東地中海世界全体を視野
に入れるが、まずは古典期のアテーナイに焦
点を合わせる。地域の選択は史料上の問題も
影響しているが、同時に、歴史学上、重要な
問題を孕んでいるからでもある。すなわち、
前 5世紀から前 4世紀末にかけて、アテーナ
イはデーモクラティアー（民主政）と呼ばれ

る政治体制を現出させた。市民間の平等を旨
とする政治体制であり、そのイデオロギーが
社会に広く浸透していたことは、研究史上繰
り返し指摘されている。他方、国際的な私的
紐帯は、エリート的な性格、あるいは「貴族
的」な性格が強いとされている。それでは、
この私的紐帯は、アテーナイ国内でいかなる
ものと認識されていたのか。敵視され、ある
いは無視されていたのか、あるいは政治資本
として重視されていたのか。まずはこの点に
ついて正確に史料を検討しなければならな
い。続いて、その社会的意味合いが、時代を
追うにつれ如何に変化したのか、その通時的
変化にも目を向けねばならない。 
 古典期アテーナイの状況を踏まえた上で、
その性格を相対化し、比較検討を行うために、
他の都市についても検討を加える。ただし、
史料上の制約から、アテーナイ以外のクセニ
アー関係を十分に検討することは難しい。そ
のため、他地域に関しては、プロクセニアー
についてより詳細に検討を加えることとす
る。研究期間内で東地中海世界全体の事例を
精緻に検討する余裕はないため、いくつかの
地域（とりわけ小アジアのイオーニアー地方
および沿岸の島嶼部）を中心的に分析する。 
 
３．研究の方法 
 
（１）古典文献及び碑文史料から、国際的紐
帯が確認できる事例を網羅的に確認する。時
代と地域に関しては、まず古典期アテーナイ
に絞り、同市民が他国から受けたプロクセニ
アー、他国民と結んだクセニアーの事例を可
能な限り全て収集した。碑文史料は通常、出
土地域ごとに整理されているため、調査は容
易ではないが、複数の碑文集に跨がる事例を
丹念に検討し、これに加えて Suppulmentum 
Epigraphicum Graecorum 等を利用して、新
規に報告される碑文なども極力検討対象に
加えた。 
 
（２）収集した事例について、そうした地位
が、主に国内の政治活動においてどれほど意
味があったのか、如何に評価されていたのか、
主に同時代の文献史料を手がかりに検討を
加える。国際的な私的紐帯をもつエリートが、
実際にはどのような場面で活動をしていた
のか、そのような私的紐帯そのものに対して
は、同時代のギリシア人がどのような感情を
抱いていたのか、といった点に着目し、検討
を加えた。 
 
（３）（１）で収集した事例の全てについて
プロソポグラフィを調査し、国際的紐帯をも
つ家柄の閉鎖性と社会的流動性について検
討を加えた。プロソポグラフィの検討に関し
て は 、 Prosopographia Attica, Athenian 



Propertied Families, Lexicon of Greek 
Personal Names 等を利用するとともに、個々
の史料について自ら再検討を加えた。この際、
国際的な私的紐帯をもつ人物が如何なる人
物であるか、そしてとりわけその家柄がどの
ように政治に関わっていたか、あるいは関わ
っていなかったかについて検討を加えた。 
 
（４）小アジアのイオーニアー地方、エーゲ
海岸島嶼部に関しても同様の検討を行った。
ただし史料の制約上、分析対象は主にヘレニ
ズム時代の碑文及び断片史料となった。 
 
４．研究成果 
 
（１）古典期アテーナイにおいて、他国のエ
リートとクセニアー関係を結んだ事例、他国
からプロクセニアーを認定された事例を網
羅的に収集し、プロソポグラフィについて検
討を加えた上で、一覧表にまとめた。これは
国際学会の場でも発表し、さらに近刊の英語
論文にも appendix として発表される予定で
ある。これに類するものは、これまで発表さ
れたことがない。研究の基礎となるデータを
提供しているため、今回の研究ばかりではな
く、今後のクセニアー、プロクセニアー研究
にも大きく資するであろう。 
 
（２）収集したデータを基に古典期アテーナ
イの政治／社会状況を分析した。 
その結果、 
①平等を旨とする民主政下のアテーナイに
あっても、他国のエリート（君主や貴族）、
あるいは諸国家との私的な人的紐帯は、格別
な政治資本と見なされていたことが明らか
となった。とりわけ、関係改善、関係構築を
目指す相手国との間に私的な紐帯を有する
エリートアテーナイ市民は、使節などの役割
を意図的に任される傾向にあった。 
 
②クセニアー、プロクセニアーと言った地位
は、本来、父から息子に受け継がれるもので
あることを確認し、この種の政治資本は、民
主政下のアテーナイにおいても、一定の（エ
リート）家系内で継承される傾向にあった点
を指摘した。 
 
③他方で、事例全体を見てみると、必ずしも
数世代に亘って継続的に政治活動に従事し
ていたことが確認できないケースが多い。逆
に、伝統的な家柄の出身者以外でも、新たに
他国との人的紐帯を獲得するものも数多く
見られた。プロクセニアーを複数の市民に認
定する事例も確認される。したがって、具体
的事例の検討からは、むしろ社会的流動性が
高かったことが確認できた。この点に関して
はまず国際学会で発表し、これを基に国内で

の発表も行い、高い評価を受けた。近く英文
での論文が公表される予定である。古典期ア
テーナイに関して、外交と内政のせめぎ合う
様を論じたものはこれまでにあまりなく、そ
の独自の視点は、今後の研究に一定の意味を
持つであろう。 
 
（３）ヘレニズム時代の小アジアのプロクセ
ニアー事例に関しては、相当数の事例を収集
した。その一部は、古典期アテーナイの事例
を分析する際に、比較対象として活用できた。
しかし個々の地域について、単独で十分な見
通しが得られるほど、細部を詰めるには至ら
なかった。ただし、派生的ながら、この時代
特有の私的紐帯の形成方法も含めた、当該地
域の外交文化について理解を深めた。このう
ち、ヘレニズム初期のミーレートスについて、
セレウコス朝の王や隣国との外交関係とア
イデンティティの形成について、学会発表を
行い、論文を発表した。 
 
（４）上記の分析をするにあたって確認でき
た、個々の史料解釈上の問題、プロソポグラ
フィに関する問題を検討し、その結果を国内
外で評価の高い査読付き雑誌に投稿し、掲載
された。 
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